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学校連携～先進的農業者に学ぶ農業～ 

 

 12 月 15 日に長浜農業高校生を対象に、農業について理解を深め、就農への意欲向上を

図るために、水田作や園芸分野で活躍される生産者の協力を得て、連携講座を開催しまし

た。 

 

講座には、農業科の１年生 39 名、教員３名が参加されました。 

まず、米原市世継にある匠堂合同会社「七夕いちご園」の代表にお話しを伺いました。

建築業を営みながら、2020 年からハウス建設を行い、イチゴ栽培に取り組まれ、カフェを

併設されています。LED 補光などこだわった生産方法で質の良いイチゴを生産し、「星空い

ちご狩り」など工夫を凝らした経営をされています。 

生徒たちは、ハウスの大きさやすべて自分の手で施工されたことに驚いた様子で、試食 

したイチゴの味にも感激していました。 

続いて、同じく世継にある(有)親和を訪れ、施設見学の後、代表の方から経営の概況や

法人化したいきさつなどを伺いました。 

平成に入って経営面積が増え始め、高校生のアルバイトに手伝ってもらいながら経営を

続け、その高校生が大学卒業前に言った一言で法人化を決めたというエピソードなどをお

聞きしました。 

生徒たちは、経営面積の多いことや、大型機械が何台もあることに圧倒されていました。 

非農家出身の生徒が半数以上を占める中、受講後のアンケートでは８割の生徒が農業へ

の関心が高まったと回答しました。「農業は大変だけど、大切なんだ」「農業は人を喜ばせ

る」といった感想も見られ、農業への理解を深めるきっかけになりました。 

 今後も将来の地域の担い手を確保し、農業に関わる人のすそ野を拡げます。 

  

 

親和代表の講話 いちご園での説明 


